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防
衛
省
・
自
衛
隊
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
大
会
運
営
の
協
力
を
す

る
た
め
、
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
の
隊
員
に
よ
る

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
支
援
団
を
編
成
し
て
支
援
し
ま
し
た
。 

約
８
５
０
０
名
の
自
衛
隊
員
が
競
技
会
場

で
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
チ
ェ
ッ
ク
や
沿
道
警
備
、

約
３
７
０
名
が
開
閉
会
式
や
表
彰
式
で
国
旗

掲
揚
を
行
い
ま
し
た
。 

主
な
支
援
内
容
は
、
①
国
旗
等
の
掲
揚
②
射

撃
競
技
会
場
で
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
③
自
転
車

競
技
で
の
救
急
搬
送
④
セ
ー
リ
ン
グ
競
技
で

の
海
上
警
護
⑤
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
で
の

沿
道
警
備
、
競
技
会
場
で
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
会
場
内
外
の
整
理
⑥
ア
ー
チ

ェ
リ
ー
、
射
撃
、
近
代
五
種
競
技
で
の
運
営
協

力
な
ど
で
し
た
。
特
に
、
陸
自
朝
霞
駐
屯
地
で

行
わ
れ
た
射
撃
競
技
会
場
に
医
官
が
配
置
さ

れ
た
ほ
か
、
看
護
官
も
各
会
場
で
医
療
支
援
に

あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。 

千
葉
県
内
の
陸
自
松
戸
駐
屯
地
、
海
自
館

山
・
下
総
各
航
空
基
地
、
空
自
木
更
津
基
地
か

ら
も
隊
員
を
支
援
隊
要
員
と
し
て
派
遣
す
る
と
と
も
に
、

陸
自
松
戸
・
下
志
津
・
木
更
津
・
習
志
野
各
駐
屯
地
、
海

自
館
山
航
空
基
地
は
、
他
方
面
隊
等
か
ら
派
遣
さ
れ
た

支
援
隊
要
員
の
管
理
（
給
食
・
洗
濯
・
宿
泊
等
）
支
援
を

日
々
積
極
的
に
行
い
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
大
会
運
営
に

寄
与
し
ま
し
た
。 

千
葉
県
隊
友
会
か
ら
も
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

役
員
輸
送
（
ド
ラ
イ
バ
ー
）
に
１
０
名
の
会
員
が
参
加
し

ま
し
た
。
活
動
は
、
築
地
Ｄ
Ｅ
Ｐ
（
築
地
市
場
跡
地
）
に

配
置
さ
れ
た
輸
送
車
両
（
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ａ
の
ノ
ア
・
プ
リ

ウ
ス
等
）
を
新
規
開
発
さ
れ
た
輸
送
シ
ス
テ
ム
に
基
づ

き
、
大
会
役
員
を
競
技
会
場
・
宿
泊
ホ
テ
ル
等
に
送
迎
す

る
も
の
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
酷
暑
の
中
、
円
滑
な
大
会 

運
営
に
貢
献
し
ま
し
た
。 

      

副
会
長 

田
中 

誠
一
（
元
事
務
官
） 

東
日
本
大
震
災 

現
地
で
感
じ
た
こ
と 

３
月
１
１
日
総
理
が
本
部
長
と
な
る
緊
急
災
害
対
策

本
部
が
設
置
さ
れ
る
と
と
も
に
、
３
月
１
２
日
、
緊
急
災

害
現
地
対
策
本
部
が
宮
城
県
庁
に
設
置
さ
れ
、
防
衛
省

か
ら
は
、
運
用
局
、
統
幕
（
運
用
、
情
報
）
の
３
名
が
派

遣
さ
れ
た
。
当
時
、
私
は
運
用
局
の
訓
練
企
画
室
長
で
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
等
２
５
ヵ
国
が
参
加
す
る
Ａ
Ｒ
Ｆ
災
害

救
援
実
働
演
習
を
計
画
し
て
い
た
。
し
か
し
、
災
害
派
遣

の
長
期
化
が
予
想
さ
れ
、
交
代
要
員
を
派
遣
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
各
省
庁
か
ら
は
企
画
官
ク
ラ
ス
が
派
遣
さ

れ
、
防
衛
省
か
ら
は
「
訓
練
が
無
く
な
っ
た
訓
練
企
画
室

長
」
の
私
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
自
衛
隊
は
、

県
庁
に
方
面
副
長
を
長
と
す
る
指
揮
連
絡
所
を
開
設
し
、

現
地
対
策
本
部
及
び
県
と
の
調
整
に
あ
た
っ
た
。 

私
が
現
地
に
お
い
て
感
じ
た
こ
と
は
、
訓
練
（
経
験
）

を
し
た
こ
と
が
な
い
者
が
、「
有
事
に
対
応
す
る
」
こ
と

の
難
し
さ
で
あ
る
。
派
遣
さ
れ
て
い
る
間
、
色
々
な
こ
と  
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千葉県隊友会事務局 

事務所開所時間 

月・水・金 

10:00～15:00 



令和 3年 9月               隊友千葉だより                第６４号 

2 

 

が
あ
っ
た
が
、
１
点
だ
け
申
し
上
げ
れ
ば
、
県
庁
職
員
の

意
識
で
あ
っ
た
。
自
衛
隊
が
災
害
派
遣
の
現
場
に
お
い

て
被
災
者
支
援
に
あ
た
っ
て
い
る
中
で
、
被
災
者
の
方

か
ら
「
薬
不
足
」、
特
に
持
病
の
た
め
の
薬
が
な
い
と
の

訴
え
が
あ
っ
た
。
一
部
の
避
難
所
に
は
医
師
や
薬
剤
師

の
支
援
も
あ
っ
た
が
、
避
難
所
以
外
で
は
自
衛
隊
し
か

頼
る
も
の
が
な
い
。
県
に
対
し
て
、「
持
病
の
薬
を
含
め
、

薬
不
足
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
が
困
っ
て
い
る
旨
の
情

報
が
部
隊
か
ら
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
」
と
訪

ね
た
と
こ
ろ
、「
市
町
村
か
ら
そ
の
よ
う
な
報
告
は
な
い

の
で
動
け
な
い
」
旨
の
発
言
が
あ
り
、「
い
や
い
や
、
市 

町
村
の
機
能
が
マ
ヒ
し
て
い
る
の
で
、
現
状
も
把
握
で

き
て
い
な
い
の
で
な
い
か
」
と
反
論
し
た
と
こ
ろ
、
最
後

は
、
「
自
衛
隊
の
方
は
、
地
方
自
治
が
判
っ
て
い
な
い
」

と
い
わ
れ
、
物
別
れ
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
自
衛
隊

は
薬
を
含
め
、
被
災
さ
れ
た
方
の
ニ
ー
ズ
を
「
御
用
聞
き
」

と
い
う
形
で
吸
い
上
げ
ま
し
た
。
国
も
３
月
１
８
日
に

厚
労
省
か
ら
全
国
の
医
療
機
関
で
医
薬
品
、
医
療
機
器

を
融
通
す
る
こ
と
を
容
認
す
る
通
達
が
発
出
さ
れ
た
。 

 

県
と
い
う
組
織
、
地
方
自
治
は
平
時
の
体
制
で
あ
り
、

日
ご
ろ
の
訓
練
と
そ
れ
に
基
づ
く
職
員
の
意
識
改
革
が

な
け
れ
ば
非
常
時
に
対
応
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
感

じ
た
。
た
し
か
に
県
が
直
接
被
災
民
と
接
す
る
こ
と
は

な
く
、
あ
く
ま
で
市
町
村
と
い
う
組
織
を
媒
介
に
す
る

と
い
う
こ
と
は
理
解
で
き
る
が
、「
非
常
時
に
は
県
か
ら

積
極
的
に
動
く
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
」
と
考
え
た
。

あ
れ
か
ら
１
０
年
、
状
況
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ

と
を
念
願
す
る
。 

理
事
役 

藤
田 

穣 
(

元
陸
自
） 

隊
友
会
、
防
衛
省
・
自
衛
隊
、
防
衛
関
係
協
力
諸
団
体

等
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て

も
、
益
々
、
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
の
度
、
天
草
洋
理
事
役
の
後
任
と
し
て
、
千
葉
県

隊
友
会
理
事
役
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。 

陸
自
少
年
工
科
学
校
に
入
校
以
来
、
約
４
０
年
間
に

わ
た
り
自
衛
隊
で
勤
務
し
、
そ
の
間
、
地
方
連
絡
部
、

地
方
協
力
本
部
、
駐
屯
地
と
部
外
と
の
窓
口
の
役
職
に

従
事
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
隊
友
会
、
協
力
諸
団
体
等

の
皆
様
と
お
付
合
い
を
さ
せ
て
頂
き
、
仕
事
に
繋
が
る

ア
イ
デ
ア
や
人
生
訓
等
を
ご
教
示
頂
い
た
次
第
で
す
。 

特
に
、
隊
友
会
の
会
員
の
皆
様
に
は
、
自
治
体
主
催

の
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
被
災
地
域
で
の
防
災
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
の
活
動
、
そ
し
て
、
駐
屯
地
の
定
年
退

官
者
の
見
送
り
行
事
の
際
、
衛
門
の
前
で
、
隊
友
会
の

識
別
帽
を
か
ぶ
ら
れ
た
会
員
の
方
々
が
、
幟
を
持
っ
て

整
列
さ
れ
、
定
年
退
官
者
を
隊
友
会
に
お
迎
え
に
な
ら

れ
る
お
姿
・
・
・
等
々
、
隊
友
会
の
会
員
の
皆
様
が
一

生
懸
命
、
広
範
多
岐
に
わ
た
る
活
動
を
企
画
・
実
行
さ

れ
て
い
る
様
子
を
拝
見
さ
せ
て
頂
き
、
『
国
民
と
自
衛

隊
と
の
か
け
橋
』
と
し
て
の
隊
友
会
の
地
位
・
役
割
を

実
践
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
銘
を
受
け
、
退
官
後
は
、

先
輩
諸
兄
姉
の
よ
う
に
活
動
さ
せ
て
頂
こ
う
と
思
い
を

巡
ら
せ
て
い
ま
し
た
。 

今
後
は
、
自
衛
隊
在
職
時
の
隊
友
会
活
動
へ
の
思
い

の
実
践
に
向
け
、
神
原
会
長
の
ご
指
導
の
下
約
３
千
名

の
千
葉
県
隊
友
会
の
会
員
の
皆
様
の
お
力
添
え
を
頂
き

な
が
ら
、
千
葉
県
隊
友
会
が
抱
え
る
各
種
の
課
題
解
決

へ
の
取
り
組
み
を
含
む
諸
活
動
に
参
画
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ご
助
言
を
頂
き
ま
す
と
と
も
に
、
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

お
わ
り
に
、
一
日
も
早
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
の
終
息
と
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 
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最
高
級
の
毛
織
物
で
作
る
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
オ
ー
ダ
ー

ス
ー
ツ
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

私
の
再
就
職
先
の
三
甲
テ
キ
ス
タ
イ
ル(

株)(

元
鐘
紡

(

カ
ネ
ボ
ウ))

は
、
岐
阜
県
大
垣
市
の
工
場
で
現
在
自
衛

隊
の
制
服(
冬
服
、
外
と
う
等)

を
生
地
か
ら
製
造
し
て
い

ま
す
。
他
に
も
学
生
服
や
ス
ー
ツ
の
生
地
・
製
品
を
生
産

し
て
い
ま
す
。
特
に
、
最
高
級
毛
織
物
を
使
用
し
た
パ
ー

ソ
ナ
ル
オ
ー
ダ
ー
ス
ー
ツ
「
Ｓ
Ｅ
Ｎ
－
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
」

は
業
界
で
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。 

 

昨
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影

響
か
ら
あ
ら
ゆ
る
職
域
で
在
宅
勤
務
が
増
え
、
家

庭
内
で
は
不
用
品
の
整
理
が
行
わ
れ
「
タ
ン
ス
の

肥
や
し
の
被
服
」
も
例
外
で
は
な
く
整
理
さ
れ
ま

し
た
。
残
っ
た
被
服
は
、「
高
級
な
服
と
自
分
の
好

み
の
服
が
多
か
っ
た
」
と
の
事
で
す
。
弊
社
で
も

パ
ー
ソ
ナ
ル
オ
ー
ダ
ー
ス
ー
ツ
の
需
要
が
増
え
て

き
て
お
り
ま
す
。 

パ
ー
ソ
ナ
ル
オ
ー
ダ
ー
ス
ー
ツ
の
特
徴
は
、 

着
用
者
一
人
一
人
の
体
形
を
採
寸
し
て
、
そ
の
人

に
ぴ
っ
た
り
フ
ィ
ッ
ト
す
る
服
を
作
れ
る
こ
と
で

す
。
サ
イ
ズ
だ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、
表
生
地
は
も
ち
ろ

ん
、
裏
地
や
ボ
タ
ン
を
自
分
の
好
み
で
選
択
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

三
甲
テ
キ
ス
タ
イ
ル
に
勤
め
る
よ
う
に
な
り
、
一
部

の
方
に
紹
介
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
般
正
式
に
会
社
に

提
案
し
、
隊
友
会
の
会
員
、
家
族
、
お
孫
さ
ん
等
に
紹
介

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
価
格
も
ス
ー
ツ
で
社
員
価
格

並
み
の
約
３
万
円
代(

デ
パ
ー
ト
等
の
価
格
の
１
／
２

～
１
／
３)

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
直
接
販
売
の
た
め

三
甲
テ
キ
ス
タ
イ
ル
の
東
京
支
店(

江
東
区
門
前
仲
町)  

 
 

に
来
て
頂
き
、
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で
の
採
寸
、
生
地
や
ボ
タ

ン
等
の
選
定
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
昨
年
か
ら
新
た
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
を

９
９
％
以
上
減
少
す
る
「
抗
菌
・
抗
ウ
ィ
ル
ス
機
能
繊
維

加
工
」
の
生
地(

家
庭
洗
濯
５
０
回
後
も
効
果
を
確
認)

も

製
造
し
て
お
り
、
国
内
製
造
の
「
Ｓ
Ｅ
Ｎ

－
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
」
限
定
の
生
地
に
な
り
ま
す
。

(

価
格
も
あ
ま
り
上
が
ら
な
い
た
め
、
今
年

に
入
り
需
要
も
増
え
、
生
地
の
種
類
も
増

え
て
い
ま
す) 

 

こ
の
機
会
に
「
自
分
好
み
の
１
着
を
高

級
国
内
ブ
ラ
ン
ド
生
地
」
で
作
っ
て
み
て

は
如
何
で
し
ょ
う
か
。 

ご
希
望
の
会
員
の
方
は
、
茂
木
又
は
弊
社

の
担
当
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。 

(

そ
の
際
は
、
千
葉
県
隊
友
会
と
伝
え
て
下

さ
い) 

 
 

連
絡
先 

千
葉
県
隊
友
会
「
茂
木(

も
て
き)

」
迄 

℡
携
帯 

０
９
０
－
４
６
０
０
－
８
１
５
３ 

 
 

直
接
担
当
「
三
甲
テ
キ
ス
タ
イ
ル(

株)

東
京
支
店 

 
 
 
 
 
 

パ
ー
ソ
ナ
ル
オ
ー
ダ
ー
ス
ー
ツ
販
売
部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
口
又
は
鈴
木 

 
 

℡
会
社 

０
３
－
６
３
８
６
－
３
５
３
５ 

 

 
 

住
所 

東
京
都
江
東
区
永
代
２
丁
目
１
１
－
２ 

 
 
 
 
 
 
 
 

三
甲
東
京
永
代
ビ
ル
１
階 

 
 
 

 

令
和
３
年
７
月
２
１
日
、
令
和
３
年
度
理
事
役
会
及

び
前
期
支
部
長
会
議
を
千
葉
市
民
会
館
特
別
会
議
室
に

お
い
て
、
会
長
以
下
県
役
員
１
３
名
、
支
部
長

等
２
６
名
の
参
加
を
得
て
開
催
し
た
。
会
長

挨
拶
に
続
き
、
本
年
度
隊
友
会
本
部
総
会
に

て
隊
友
会
理
事
長
か
ら
表
彰
を
受
け
た
永
田

会
員
（
四
街
道
支
部
）
、
高
根
会
員
（
沼
南
支

部
）
及
び
楠
田
特
別
会
員
（
四
街
道
支
部
）
に

表
彰
状
・
感
謝
状
の
伝
達
を
行
っ
た
。 

 

主
要
議
題
で
あ
る
「
支
部
組
織
の
在
り
方
」 

検
討
に
つ
い
て
は
、
県
事
務
局
か
ら
各
支
部 

毎
の
年
齢
構
成
及
び
各
支
部
か
ら
事
前
に
頂

い
た
意
見
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
に
、
代
表

６
個
支
部
長
（
沼
南
・
鎌
ヶ
谷
・
船
橋
・ 

美
浜
・
四
街
道
・
夷
隅
）
か
ら
支
部
組
織
と 

支
部
活
動
の
現
況
等
に
つ
い
て
意
見
発
表
を 

し
て
頂
い
た
。
会
員
数
の
多
少
に
係
わ
ら
ず

各
支
部
と
も
役
員
の
選
出
、
支
部
活
動
に
大

変
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
実
態
を
改
め
て
認
識

し
た
。 

県
全
体
の
平
均
年
齢
は
、
７
４
．
４
歳
と
高

齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
新
入
会
者
の
確
保

と
若
い
会
員
の
支
部
活
動
へ
の
取
り
込
み
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
、
各
支
部
長

か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見
を
参
考
に

具
体
的
方
策
に
つ
い
て
検
討
を
深
化
さ
せ
て
、
早
急
に

実
行
に
移
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
（
事
務
局
長
） 

 

へ～！ 

そうなんだー！ 

令和３年度理事役会及び前期支部長等会議 
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船
橋
支
部
は
２
０
１
２
年
８
月
に
私
が
支
部
長
に
拝

命
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。 

陸
自
出
身
で
、
最
終
部
隊
が
第
一
空
挺
団
で
す
。
習
志

野
駐
屯
地
を
活
動
拠
点
と
し
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。 

支
部
の
活
動
と
し
て
年
１
回
の
定
期
総
会
、
年
２
回

の
懇
親
会(

年
末
に
は
春
秋
の
叙
勲
祝
賀
会)

を
駐
屯
地

司
令
及
び
近
隣
の
国
会
・
県
・
市
各
議
員
を
お
呼
び
し
、

支
部
活
動
の
理
解
と
部
隊
と
の
交
流
を
活
発
に
行
っ
て

お
り
ま
す
。
中
で
も
、
令
和
元
年
度
ま
で
７
年
続
け
て
い

る
「
富
士
火
力
演
習

の
見
学
」
は
、
支
部

会
員
と
そ
の
家
族
、

船
橋
在
住
の
高
校

生
で
す
。
そ
の
高
校

生
の
ほ
と
ん
ど
は

自
衛
隊
を
希
望
し
、

現
在
も
自
衛
官
と

し
て
全
国
で
活
躍

し
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
他
、
「
護
国

神
社
の
清
掃
の
ご
奉
仕
」「
下
志
津
駐
屯
地
殉
職
者
慰
霊

会
場
の
清
掃
」「
嗚
呼
海
軍
七
勇
殉
難
之
跡
の
清
掃
と
御

供
養
」「
地
域
の
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
」

「
青
少
年
健
全
育
成
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
」「
駐
屯
地
銃
剣

道
大
会
の
審
判
と
指
導
」「
習
志
野
駐
屯
地
の
植
木
剪
定
」

等
の
活
動
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

長
井
前
支
部
長
が
２
０
１
０
年
か
ら
発
刊
し
た
「
船

橋
支
部
だ
よ
り
」
も
５
９
号
を
数
え
千
葉
県
隊
友
会
の

Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。 

今
後
も
支
部
会
員
全
力
を
挙
げ
て
各
種
行
事
を
継
続

し
、
会
の
目
的
達
成
の
た
め
支
部
会
員
皆
で
力
を
合
わ

せ
て
進
ん
で
い
く
所
存
で
す
。
支
部
長
の
合
言
葉
で
あ

る
「
融
和
団
結
と
自
衛
隊
へ
の
全
面
協
力
」
を
達
成
す
べ

く
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 船

橋
支
部
長 

森 

良
雄 

   

平
成
１
６
年
に
館
山
支
部
長
を
拝
命
す
る
こ
と
に
な

り
、
今
年
で
早
く
も
１
９
年
目
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

「
光
陰
人
を
待
た
ず
」
と
は
ま
さ
に
後
期
高
齢
者
の
た

め
の
諺
言
で
す
ね
。
紙
面
の
関
係
上
、
こ
こ
で
は
次
の
二

点
に
つ
い
て
手
短
に
述
べ
る
こ
と
に
し
ま
す
。 

支
部
機
関
紙
の
充
実
を
期
し
て 

支
部
内
の
意
思
疎

通
手
段
と
し
て
機
関
紙
「
館
山
支
部
だ
よ
り
」
を
発
行
し
、

こ
の
９
月
で
発
刊
第
１
０
５
号
と
な
り
ま
す
。
隔
月
発

行
で
事
務
的
な
連
絡
と
い
っ
た
一
方
通
行
を
避
け
、
紙

面
の
半
分
は
会
員
の
投
稿
記
事
等
を
載
せ
る
な
ど
、
支

部
と
会
員
を
結
ぶ
唯
一
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
紙
と

し
て
編
集
に
は
腐
心
し
て
お
り
ま
す
。
数
年
前
か
ら
県

隊
友
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

Ｈ
Ｐ
は
一
般
の
人
々
が
ア
ク
セ
ス
で
き
る
点
が
強
み
だ

と
思
い
ま
す
。
必
然
的
に
県
民
・
市
民
を
念
頭
に
置
い
た

記
事
等
を
載
せ
る
こ
と
に
よ
り
「
県
民
に
対
す
る
防
衛

意
識
の
普
及
」
、

「
中
正
な
歴
史
認

識
や
防
衛
・
自
衛

隊

に

対

す

る

理

解
・
認
識
を
深
め

る
」
こ
と
に
資
す

る
よ
う
な
広
報
紙

と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
こ
と
を
期

待
す
る
も
の
で
す
。

隊
友
会
と
し
て
も

事
業
活
動
の
面
で
、

県
隊
友
会
Ｈ
Ｐ
の
活
用
の
余
地
が
多
分
に
あ
る
と
思
い

ま
す
が
如
何
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

殉
職
隊
員
、
戦
没
者
の
慰
霊
顕
彰
に
つ
い
て 

 

館
山
に
は
、
海
上
自
衛
隊
第
２
１
航
空
群
、
ま
た
戦
前

は
三
つ
の
海
軍
部
隊
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
例
年
、
館

山
航
空
基
地
殉
職
隊
員
の
慰
霊
祭
に
加
え
、
海
軍
部
隊

戦
没
者
の
慰
霊
祭
ほ
か
地
域
で
行
わ
れ
る
慰
霊
行
事
に

は
支
部
と
し
て
努
め
て
参
列
し
て
お
り
ま
す
。 

３
年
前
、
館
山
の
安
房
神
社
で
行
わ
れ
た
海
軍
落
下

傘
部
隊
戦
没
者
慰
霊
祭
に
、
全
日
本
空
挺
同
志
会
千
葉

支
部
長
ほ
か
２
０
名
近
い
会
員
の
皆
さ
ん
の
姿
が
見
ら

れ
、
空
挺
部
隊
戦
没
者
に
対
す
る
陸
海
を
超
え
た
慰
霊

顕
彰
の
思
い
に
深
い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
会
員
に
は

ト
ッ
プ
記
事
で
知
ら
せ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

館
山
支
部
長 

川
村 

巌 

◆
館
山
支
部
◆ 

◆
船
橋
支
部
◆ 

 

   


